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知財意識の
低さ

ヒト、モノ、カネの
多様な課題

海外展開の
必要性

知的財産にかかる情報提供や研修、人材面・資金面での支援を通じて、中小企業が効
果的に知的財産戦略を立案し、実行できる環境を整備することが重要

知財に関する意識が低く、
自社のもつ知的財産を権利化しない

（知財活用途上型）

要因①

地域の知財相談窓口がわからない
（共通）

要因③

保有する知財を活用して
ビジネスに活かすための後押しが不十分

（知財活用挑戦型）

要因②

課題：中小企業の国内外での
知財活用は不十分

普及支援課のミッション
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企業の各事業フェーズにおける知財の活用

• 技術動向調査

（マーケティング）

• 先行技術調査

研究開発

• ノウハウ管理

•他者権利調査

製造
• ブランディング

• 販路開拓

• 海外展開

販売

• 模倣品対応

• 係争対応

リスク管理

出願・知財の取得
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中小企業の各事業フェーズにおける支援施策俯瞰図（一部）

◆J-PlatPat（無料
特許検索データベー
ス）の提供
◆特許情報分析
活用支援

◆特許料金の減免

◆営業秘密・
知財戦略相談

◆早期審査・審理

◆開放特許データ
ベース

◆知財ビジネス評価
書・提案書

◆新興国等の知財情報の
提供

◆外国出願費用補助
◆海外での模倣品対策支援
◆海外知財訴訟保険補助

◆海外知財プロデューサー
◆海外展開知財支援窓口

アイデア・研究開発 知財の取得 製品化 海外展開

【知財情報の提供】

【資金調達支援】

【専門家による助言】

産業財産権専門官 中小企業等の個別訪問、社内研修、知的財産制度説明会、セミナー

知財総合支援窓口 知財に関する悩みや相談をワンストップで全国で受付

【審査・審判におけるサポート】

巡回特許庁 出張面接審査の集中実施、知財制度・支援施策の普及啓発

横断的
支援
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知的財産の役割



知財 × 融資

知財 × 本業支援

知財（知的財産）とは…

知財 × 事業性理解
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デザインの創作活動の特性に応じた実践的な知的財産権制度の知識修得の在り方に関する調査研究

（平成28年度特許庁産業財産権制度問題調査研究）

特許権
⚫ リチウムイオン電池に関する発明

⚫ 画面操作インターフェイス（ズーム・回

転等）に関する発明

⚫ ゲームプログラムの発明

実用新案権
⚫ 電話機の構造に関する考案

⚫ ボタンの配置や構造に関する考案

意匠権
⚫ 美しく握りやすい曲面が施された携帯

電話機のデザイン

⚫ 携帯電話機の操作に用いる画面デザ

イン

商標権
⚫ 電話機メーカーやキャリア各社が自社

製品の信用保持のために製品や包装

に表示するマーク

著作権
⚫ キャラクター、ゲーム、音楽などの創作

（表現）

10:00

JPO

知的財産とは？
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デザインの創作活動の特性に応じた実践的な知的財産権制度の知識修得の在り方に関する調査研究

（平成28年度特許庁産業財産権制度問題調査研究）の資料を一部加工

企業の強みとなる知的財産

アイデア

知的財産：

技術的アイデア

デザイン

表現など

知的財産権
出願

保護

企業活動

◼ アイデアやデザイン等を明確化する事によって、目に見えない資産を「見える化」「財産化」する事ができる。
◼ その結果、「社内の活性化」や交渉時の「主導権の確保」など様々な効果が期待できる。

見える化 財産化
知的財産の特定

目に見えない資産

（無形資産）

社内の

活性化

⑥安心
協力関係

をつなぐ

主導権

確保 競争力

強化

強みを

伝える



中小企業が知財を活用するメリット

◼ ビジネスにおいて知財活動のメリットは様々。模倣品の参入を防止するといった直接的な効
果だけでなく、自社の技術力の高さの客観的証明、他社へのPRにも活用することができる。

ビジネスにおける知的財産活動のメリット

○他社へのライセンスによる販路開拓の拡大が期待できる。
○権利侵害に対して法的措置を講ずることができる。

１．有利な事業展開

○顧客に対する自社製品等の信用性が高められる。
○対外的にＰＲすることができる。

２．自社ブランドの構築

○開発成果を「特許」というものさしで、客観的な評価を得ることができ、研究者の自信にもつながる。
○報奨制度や表彰制度の充実により、研究者のやる気を引き出すことができる。

３．社員のモチベーションの向上
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企業を知財の観点から見ることで、「売上の源泉となっている強み」、「将来の成長を支える製品競争力」、
「製品競争力の根拠となる開発体制や権利」について理解を深め、「経営者とのコミュニケーション」、「企
業の将来性や経営ニーズの理解」、「金融機関としてのソリューション提案」といった業務活動に活用する
ことが期待される。
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知財と企業の強みの相関

売上の源泉となっている強み

将来の成長を支える
製品競争力

製品競争力の根拠となる開発
体制、権利

技術、デザイン性、名称・ロゴが、製品の強みとして現在の
売上にどれほど貢献しているか？

現製品／開発中の製品の技術、デザイン性、名称・ロゴは、
将来的な成長を支える上での製品競争力を有するか？

製品競争力を支える開発体制や知財の権利はどうなって
いるか？

知財を通じて顧客企業に関して理解できること（一例）



知的財産の役割

知財は事業の理解を深めるために

必要な視点であり、切り口。

知的財産＝企業の強み・魅力・特徴
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知財金融促進事業について



【知財ビジネス評価書の活用方法】

・融資判断の参考資料
・企業とのコミュニケーションツール
・ビジネスマッチングや販路開拓のアドバイス など

企業概要

○○○株式会社
○県○市１－２
○年○月○日創設
資本金 ○○万円
従業員 ○○人
取引先 ○○○

○○○

評価対象企業
の基本情報

知財を活用した製品

○○○
○○○
○○○

技術解説
○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○

製品に関する
技術を解説

市場・競合
市場規模(国内・海外）
○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○

SWOT分析

事業の成長性、
企業の課題など

知財ビジネス

評価書

地域金融機関

知財ビジネス評価書のイメージ例

知財ビジネス評価書の提供（平成２７年度～）
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評価書
・

提案書

知財ビジネス

企業概要

○○○株式会社
○県○市１－２
○年○月○日創設
資本金 ○○万円
従業員 ○○人
取引先 ○○○

○○○

評価対象企業
の基本情報

知財を活用した製品

○○○
○○○
○○○

技術解説
○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○

製品に関する
技術を解説

市場・競合
市場規模(国内・海外）
○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○

SWOT分析

事業の成長性、
企業の課題など

提案項目

＜課題解決に向けて＞

自社が行うべきこと
○○○○○○
専門家に相談すること
○○○○○○

課題解決に向けた
アドバイス

評価書に追加

本業支援に注力
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知財ビジネス提案書の提供（令和元年度～）

【知財ビジネス提案書の活用方法】

・融資判断の参考資料
・企業とのコミュニケーションツール
・ビジネスマッチングや販路開拓のアドバイス

・知財の観点からの経営課題の解決提案 など
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知財ビジネス評価書の利用者の声
（令和元年度アンケートより）



取得した知財ビジネス評価書をどのように利用？
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➢ 金融機関から知財の話題があったことに対し、驚いている取引先は多い。

➢ 知財ビジネス評価書を提出したことで取引先からの評価が高まり、相談業務が増えた。

（取引先からの評価・信頼の向上）

➢ 知財を切り口の1つとして加えることで、銀行を顧客とのコミュニケーションが深まった。

（取引先とのコミュニケーションツール）

➢ 企業の技術力等を客観的に知ることは、中長期的な事業展開を推進する上で有益。

➢ 企業の今後の経営の展開への考え方を新たな角度で取り組める。

（取引先の客観的評価）

➢ 知財ビジネスマッチング事業に繋がり、新商品の開発に着手した。

➢ 企業の知的財産の価値が分かり、他企業との交渉がしやすくなった。

（取引先の技術開発力・交渉力の強化）

等
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知財ビジネス評価書を提供した取引先の反応や評価（好例）



知財ビジネス評価書等のサンプル、支援を活用した金融機関の
事例等は、「知財金融ポータル」で公開しております。
イベント情報等も随時更新しておりますので、ぜひご覧ください。

知財金融ポータル で検索！詳細は

詳しくは「知財金融ポータル」をご参照ください！
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ご清聴ありがとうございました。
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